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オ口ッコ語研究のための資料

池上ニ良



北大文学部紀祭

オロッコ語研究のための資料

通上二

Materials for the study of the Orok language 

Jiro IK芯GAMI

はカラフトのオ口ッコ語の日碍 2議の祭文と日本語の逐語訳か

らなる。その原文は昭和33，34年北謀議上悪規およ いてオ

ロッコ族出身の佐藤チヨ (Nap1王将さんならびに北JfI五郎 (Gergulu)

ざんから録資したものである。これを音韻記号で、表記した。これらの

はなしを筆者にきかせ，その上その録音につL、ての多くの質関にこた

えてくれた佐藤さんと北川さんに心から惑諒するO

1院 ノミピザナイ(むかしぱなし〉

2. ゲオハ{ト(ものがたり〉

1、h告 writ昨r the Orok t母xtsof a tradition and註 story

which were transcribed in phon告micsigns from the rep主oduction

of magnetic tapes r暗cordedin 1957 and 1958， tog号th巴rwith a 

Japan日setr誌nslaiton. On his Orok informants from Sakhalin see 

th告 Englishsummary of the same writer's “Some specimens of the 

folk tal告sand songs of th巴 Oroks"in Minzokugaku K切なyu，27/4， 

1963. 

1. sobirinoi， a日trongmaおもすhofound a strong牢rone ln 

Sakhaliへ.-atradition (if)o!uTJu) d邑scribedto the writ杭 byGergulu欝

2. Th告 乱dventuresof Geuxaαtu， a poor m昌nwho eventually 

acquired two wivεs and two towns，-a story (saxuri) told by N設pka.

1)陥和33，41， 42長手段文部省科会詳研究襲警による研究の…郊でまるる。フトロッコ裕

のロ稗資料についてはほかに下訟の綴文を参照されたい。

j肇 IKEGAMI，Orok Texts (Memoirs of the ResでarchDep註rtmentof the 
Toyo Bu対王0，17 協和33若手}

主主j三二段 オ戸 γ コ室長め災諮とうた数V~ (f急務学研究27/4 照準日38年〉
池上二段 オ R ツコ主主のr:li!質文芸{ユーラシア文化研究 1 隠草¥]40年}
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1.バピザナイ

3) 

hdbirin<li mapaacea sii bejembe waami m時間

パピリナイ じいさんはいつも く支を とっていて 自分の

uwwee訟kinarree <lsi bakkaa. おaridu
J:に ひと、な みない。 ひとと くみになって猟に行ったけれ

5) 6) 

m<lano 告ととim narree <lsini b註arr事9 とii beiθm 
ども 鼠分のようなひとに マごあわない， いつも くごと合

W 制 mεii pulimi nari1 
とっていて いつも あるきまわって ほかのひとたちと

7) 

cii xupalam pないm bejem waam. 
いつも くみになって猟に行つで あるさ変わって くまな とってい

事3
comj紛 争争議紅 毛ogot 役立お n開 tain

ながら。 そうしていて い設や そうして 潟カヅブトヘ

9) 

W総 sinduu 開明 治総tain puri郡吉

ワーシから 潟カラブトヘ 来て *だをだわかい

narree 
ひとた

baax品目 taan 
みつけた そうな， いまや

10) 

を
中山公

mu

ひ
閣
の

引かトブラカ

山

川

浪

商

nu 
H
U
 

れ

3事
の

・
附

F

W」

2) ゴヒJfI]玉虫容さんから昭和33年畿管した。このなかいまなし (t....!u司u) を ~tJII ，き

んは Mik扮 51 というじい:dんからをいたよし勺ある。ごこの人はタ父bt"'" -1) 

ン人件ウぉソキ人)， t詰 iJ~ オ口ツコ人(W.総Ile合tta t毛樹立 F持カラアトで疲

れ，そこでーさ長会}還ったよしぐささる。パどザナイ{髄birin<lり はキーヲン人，

かれが E当分よりさらに関銀、主主オ開ツコ人に出会ったはなしである。

3) siiときFこえるのは cii{(いつも》のこと{北Ji!，主主j漢による)。

4) xuxa!axa百d乱ときこえるのはまupalaxandaをくみになって猟に行ったけれど

も》のこと りが礼金主要警による}。

5}北)1[;さん，主主漆さんの段、取による。

6) 北)1[さん，佼，務さんの勇奪取によるo 書家主警には<1mにきこえる。ただし佐藤さ

んもはっきり発音していないという O

7) pulim <(~るきまわって》をきちぞまって発交した形りとJII，主主務による)。
8)佐藤さんの聴取による o aigda事担ときこえるのはおigd....l(=osigdω!..kk .. 

《いまや院のこと{佐藤による)。以下間後三しかしこの録音きどききなおした

北I11さん自身はどの部分は ltt拘 jini((かれがみると》ときこえるが，これは

lt<lX右目i((かれがみた)) (ここでは「そのきっかい人令みたjの窓)のあやまりで

あるという G

9) waasiは蒸道江右岸のfiITロ tこちかいところの治名。 i喬宮本宇蔵 f東議紀行」巻

之ードにも「ワーシjとある O

10)佐藤さんの夜、敢による。

11) suunと言ってつぎに suunnee(=四百nnをep;mi)({南カラフトのひとを》とぎ

いなおしている(北川によるλ

?d 
no 



北大文学部紀華客

12) 

doroHeela naanneepani. i5ogoCe m旦paril
北ヵラフトの方で 土地のひときど。 そうじて じいさんたちが

13) 

10 t"，，，，IUl)註cix"，t taan・ るak t<l事i荘。ucとiduCi
むかしぱなしをした そうな。 4そこから むかしぱなしをして

p"，rg"，x"，n 昌an. naa b@jembeni waagu主i
いると怒かれはかんがえたそうな。 I後のけだものをとることは

pur"，ndu waagurrii d"，l;mdu waagurrii aηu xagJu 
やまでとることより 主義で とることより え…とあれ くまのあ

dooduni waa窓辺ri mal)ga um t"，..lu司ucix.. 設

なの なかで とることがむずかししづと言ってはなしをした

15) 

taan oobirin..i. cogot 立cci泊 taan taTInnee. 
そうな，パピリナイが。 そうして言ったそうな， そのひとは。

15 a"， xagJu dooduni biiJ"，kka k役立.dda.. gocI. 

fほう くまのあなの なかに おし、てとは あんまりだ ね。

16) 

omo dood百詩 bii s<lbd，}laa bimidd<l oon 鵠 m
身さの なかで なら らくで あることにも なるだろう斗と

uccin taan. pur..ndu w姐 gurigdaa 呂呂k なとき tari
言ったそうな。 Iやiどで とることなら らくに うごく それは

打lal)ga billぬ uccin t呈an盈 cogot bokkoれ
かずかしし、 だろう jと 言った そうな。 そうして はらカ1

orkil<l" ocるin taan b<lbiri筏"，I. ..d..d苫3 J..nneep .. 
たった そうな参 パピリナイは。 「うむ ここのひとを

20 xoon P立r;md百 it .. x<lmbiεee pur事ndu baaxambicee 
どうにかして やまで みたいなあ。 ゃぎで、 あいたいなあ窃

12) doroiieeJa iま草花カラフトまたはカラフト西海絡のブヲでご》で三ちり， ζ ニは

suunJ伐 laミ菊カラフト Il)jJで》のまちがいfごろう{佐藤による)。

13) ここはと丘kでなく cadu{(そこで(場所)，そのとき{時総冷とあるのがいい

という(ゴ七日J，佐藤による}。ただしここのと婦はは北JJlきんにおいては場所の

意，佐藤さんにおいては待問の主主である。

14) 7;巨人に絞るわるいき寺霊は人を殺し重毒物tこ{t;主きして擦にその死体を食いに来

ることがある。擦で見張ってい七その勤務をうちとる簿:。(佐漆による。)

15)そのわかいて〉との3昔、(北)11による〉。
16) ここは omo((とりの巣，きつねのあな》でなく.x註若手1((くまのあな》とあ

る3つがいい主いう (~tJII ~とよる)。

17) 0りれば言意義不明。

18) beje ((くま》をさすりI::JlI.佐藤による)。
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xoonee bii narigaa p<lr merecix<ln taan 
うでまえがどのくらいなひとか。」とかんが おもった そうな

<lsigd<l<l. j<lnneep cak cii baajicceelami xaiddお

いまや。1"このひとに どうしても あうようにしよう， なにかの

20) 

<lrundun. ga cii tamaccuu cii bimje巴<lsigd<l<ln
ときに。」 さてずーっと それからずーっと いて いまや

deebe ilaamba anan big<lcci ga c、;ann巴ep baaxan taan 

一 年 いて ぎ て そ の ひ と に あった そうな

12) 

<lsigd<l<ll<l suun naatai sindagacci dorojJeela. purig<l<lお

いまや，南カラフトへ 来て 北カラフトの方で。まだまだわかし、

nari. ga anda buu bejembee sirembe 
ひとだ。1"さあ あんたわれわれは くまや 野生となかし、を

anu bejembee sirembee waaI)daum aja. 
えーとあれ くまや 野生となかいを とりに行くと し内、。

22) 

meedeeww<l<lda. waaji b<lici <lS xupal1aaji 
かわうそをもな。 とりに猟をするために あんたはくみになって猟

mindu g<lS<l. ga xupalaxan 
に行かないか，わしと 一緒に。J 1"さあ くみをくんで猟に行っても

aja taan. ga I)<lnneesu. ga orokcin 30 

いいだろう。 さあ行こう。」さてパビリナイはつれて行った

taan <lsigdωl<l. ga cii 司ヨn<lm<lri cii 司<ln<lm<lri
そうな いまや。 さてずーっと 行って ずーっと 行って

duga duga I)<lnneeci. 0 叫 tω0 附 lee町e oc己記臼E己cin口1llι1
夏 夏 カか道れらは行く。 くさはあおく なつた。七 月だ。

b<ld<ll beelani 司<ln<l<lc. beje jawal taldaan. cogot 
七 月に 行った。 くまの 発情期の 最中だ。 そして

19) p<lr (=p<lrg<lx<lni ((かれがかんがえた)))と言し、かけてつぎに merecix<ln(= 

merθcix<lni)と言いなおしている。 p<lrg<lX<lnlでもいい。(佐藤による。)

20)佐藤さんの聴取による。筆者には sがきこえない。

21) b<lici (= b<licibujji ((自分が猟をするために>)lは北川さんの聴取による。し

かし佐藤さんにはおi((¥，、ま》ときこえるという。

22)北JIIさん，佐藤さんの聴取による。

23) b<ld<ll beeniは北川さんによれば((7月》であるが，佐藤さんによれば ((11

月》である。

4
A官。d
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24) 

司~n~g~cceeri

行って

b θ je x別叫ull抑制II

くまが 土をほりおこす 最中だ。

oroktoo 
くまが くさを

35dap2E5) i. cogocci It~x~n taan. geeda ~~kt~ 
食う。 そして みた そうな。 一匹の めすの

beje xull~~nniw~n Jt~x~n taan b~birinai. 
くまが 土をほりおこすのを みた そうな， パピリナイが。

27) 
jaaQdagat garpaxan cai ~~kt~ bθjembe 
かくれてしずかにすすんで、行って 射とめた，その めすの くまを

xaus. 

一回でごろっと。

corroo 

するとすぐ

xoldokkeenidda geeda 

それのわきからも 一匹の

xaiddaa jiini xus~ beje.εikcikt~ tuux~ni 

なにより大きいおすの くまがでてきた。 針葉が おちたのが

40 ojoduni tuux~ni t~p~mji biin. sinaktan s~~m 

その上に おちたのが そのまま ある。 その毛が まっかに

occ kadaraa mastaa daa beje. るogot

なった 大きな 大変大きいくまだ。 そして
旧
の

ふ
そ

)

や

却

9
古品

1
h
v
 

tuux 
Tたこおれたくまへ死んだ くまへ 来るや 矢のはいつた方を

n~~x~njeep~ni Qooxalamid jee puipum iix~nJeep~ni 

でた方を かぐとすぐ また うらがえして はいった方を

31) 

司ooxalamidda
かぐや

32) 
poktokki cuul 
あとを まっすぐ

sindaxan taan. 

来た そうな。

24) 北川さんは司~n~g~cceeri のあとに itt~~jici ((かれがみると》の語を入れる

のがL、L、という。

25) くろゆりの根 (karka)やべこのちちの根(]101o=jolo)を食うためにほり出

す意(北JIIによる)。

26) aasi ((ふき))， xapa ((すいば》などのくさを食う。くまがくろゆり，ベこの

ちちの根やこれらの植物を食うのは，発情期の 7月だけで，あとはさかなを食

うという。(北JIIによる。)

27) caiは caa((その》をあやまって発音した形(北JII，佐藤による)。

28) くまの毛が秋は落葉松の針葉の枯葉のいろそっくりで，針葉の枯葉がその上

におちたままあるようだの意(北JIIによる)。

29) この 3 は佐藤さんはdSigd~~ ((いまや》か， ~ri ((これが)) (ここではくまが

の君、)か，あるいは j~l~ ((ここへ》かという。

30) iix~njeep~ni と言ってつぎに n~~x~njeep~ni と言いなおしている(北JII に

よる)。

31) Qooxalamid (da)は Qooxilamid(da)をあやまって発音した形(佐藤による)。

32) poktokkiは矢のきたあとの意(北JIIによる)。

戸

b
q
t
u
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33) 
pukeit;)x;)ni. it;)x;)ni ea b<Jbirin;)ip;) 

34) 

b;)birin;)i. 
かかって行った。 それがみた， その パビリナイを パビリナイが。

35) 

;)n;)ll;);) pukeieeeen pukeieeeeni eadu ueein taan. 

「あれかかって来る。かかって来る。J そのとき言ったそうな。

xoldonduni iliein tar purig;);) nari. ;);) 

かれのわきにたっていた， その まだまだわかし、 ひとは。 I1まう

and;);) ea kerektθenee and;);)ξa xosiktaanee 
あんたあの 歯-を あんたあの つめを みろ」と

unjinind;). anda ea xosiktaanee kerekteenee. 

言うんだと。 1あんた あの つめを 歯を。」

gossinda b;)birin;)i・ ;)r xama 
にくらしく思うんだと， パビリナイは。 1このひとは どんな

37) 38) 

xamaeee bi nari ;)r;)司針 。inigaa mereei m;);)n、ji

どんな でひと このようにするのか」とおもって 「自分を

minjee in;)sin bil!;);) merepieein taan. 
わしをばわらっているのだろう」と ひょっとおもった そうな。

39) 

bぬirin;)i j;)l sindaukkaacci toogo OjOttOl 
パピリナイは ここへ 来させて たおれた木の 上へ

terel)eleget gidad b;);)pieein taan. gidaji b;);)pikbeei 

ふんばって やりで かまえた そうな。 やりで かまえて

40) 

45 

50 

gidalaxan taan ataptai. cadanandaa tar 55 

さした そうな， 真正面からむかつて。 そのときまでも その

41) 
jeen Cii ilisini oorop mal)gal)uni. eogot 
あいぼうはずーっと たっている， さっきの剛のものは。そして

33) b;)birin;)ip;)でなく， b;)birin;)iw;)がし、ぃ(北)11による)。

34) bぬirin;)iは言いあやまり(佐藤による)。

35)北)11さん，佐藤さんの聴取による。なおここはバピリナイの言ったことば

(北川による)。

36) そのわかい人が以下のことばを言った意(北)11，佐藤による)。

37) 佐藤さんは binariでなく， nari bimi <<ひとであって》とあるのがいいと

いう。ただしこの録音をききなおした北川さん自身はこの部分が naribimiと

きこえるという。

38) m;);)njiと言ってつぎに minJeeと言いなおしている(北!II，佐藤による)。

39) ojottoiときこえるのは ojotoiniのことは1:)11，佐藤による)。

40) eadalaniddaaのあやまり(北)11による)。

41) 末尾の pは北川さん，佐藤さんの聴取による。

-36ー
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bejel]unigdωtoogo  ojotoin tuum 
かれの相手℃、あるくまは くちでたおれた木の 上へ たおれかかっ

tuux;}ni. ulil]gad 
てぎて たおれたo うまく

b;}biun;}ig品語a. eogot 
パビヲナイは。 そして

jeetakki i t;}duxan 註an盈 1閃 ni
自分のあいぼうの方交 ふりかえってみた そうな。かれのあしせぎうは

60 gidab xaueimee bii紅建 naatai xaurini. 
自分のやりそ 拭いて し必。地へこすりつけて 拭いてし必。

とogot bθjeIJutakki it守xal1 taan金

そしてパピリナイは 自分の相手であるく 1どの方をみた そうな。

dee xoldokkeeni beje s::>aks;}担 xajjeeni. aanJee xoldokk伐 m
両 がま?に くまの 血が ながれている O みぎ がわに

geeda gidalarraa daunJee 苫old合kkeeni geeda 話idal註rraa 0るei役

一度 dし ひだち がわに 一度 ざし した，

42) 43) 

tarinnee ea puri話相duma. ea magdan3i ;)eeini iH::I;)盈
そのひとがそのわかし、方が。それをまるきりかれはみなかった。

65 tar SUu naaduni ID;};)n::l uwweek narree b註axanda
かれは 潟カラフトで 自分の 上に ひとを みつけたと，

tari b::l1:ヲirin守 naa nari lan. xai凶dd
その ノミピリナイは 方方の土地の ひとのなかから。 そこいらや

kiill神 mb;} x::Ir;}lix詔n jokk合9

キ…リ γ人のところを まわったけれども ヤクート人のところを

x;}r;) lix::lnd;)a 

まわったけれども
ma mal]boo x::Ir::llix::Indω 
オ 3ナノレチャ人のところを まわったけれども

44) 

投);};}n::l uwweek biiw;} t;)1)司;)::1

阪分の ょに あるひときど たった

70 baaxani. ealaa bieein tan 
みつけた。 そこ支で ?とっTこ， かれの

geedann吉epamali
ひとりだけ

t::lalul]un. 
いいったえは。

42) ca i主 tarl<<その》なまろやまって築資した形(佐藤による)。

43) ここのお(=とawa)まそれを》はくまにやりたさすこと殺の古昔、(依藤による)"

44) maとおいかけてあらためで IDal]booと言ぎっている (北JII，~生産警による込

ウ
5

令、
v
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2. ゲオハート 45)

daa xajilaccee i!aa dupci xotto ba!jixanindaa. 
ダー ハジラッチェー， 三本通りのある まちが うまれたと。

tari xotto sooduni geeda oroktorn duxu biccinind;). 

その まちの はずれに一軒の くさぶきのいえが あったと。

tar duxu dooduni geeda 
46) 

geuxaatu bicCinind;);). 
その いえの なかに ひとりの ゲオハートが いたと。

oroktoo pusirr旦a oroktoj i xudasirraa d;)pturr;);) rnoo 

くさを 刈り くさを あきなって たべたり まきを

rnoolissii rnooji xudasirraa d;)pturr;);) orn biccinind;);). 

とり まきを あきなって たべたり して いたと。

47) 
tar oroktorn duxu bookkeen i!aa t;)i!;) tuuru 

その くさぶきの いえの そとに 三 かかえある はしらが

biccinind;);). tar tuuru t;)kk;)kkeen oondoi toroocixandaa. 

あったと。 そのはしらのねもとにあおむけに なっていたと。

in;)司 ajan illdlJidu geuxaatu uis;)i kargaxanda. 
一番いし、天気の 日に ゲオハートは上の方を みわたしたと。

45) 佐藤チヨさんから昭和32年録音した。このものがたり (saxuri)は佐渡さんが

自分の母親からきいたよしである。本来はオノレチャ人のはなしだろうという。

しかしおそらく他民族からツ y グース族へ入ってツングース人によって変化を

加えられたものであろう。このはなしにはツングース族以外の他民族の文化の

多くの要素が含まれている。このものがたりのギリヤ-，J族におけるものは高

橋盛孝「樺太ギリヤク語J(昭和17年)14かー150ページにのる。

46) geuコaatuとは《貧賎のもの，こじき》である。人のわるぐちにもつかう。た

だしこのものがたりに出てくる geuxaatuは無慾であり滑穣味も感ぜられる。

満州語 giohoto((こじき》に対応する語。

47) これは，手のようにえだをのこし，それから下は樹皮をはいで立てた木(か

らまつやえぞまつ)である。そのえだには木幣 (iIIau)をつける。上部には葉の

ついたえだをのこし，東面に人のかおをほってその上方に木幣の一種 (ibuski

iIIau)をつける。妖怪 (arnba)の鳥が人聞のからだにやすむと人聞は病気にな

るからこのはしらをたててとまらせやすませる。このはしらは人がはじめて忍

者となったときその家のまえにたてるが，また病人があるとその家のまえにも

たてる。この語はオノレチャ語 turu((CTO且6))(T. 11. neTpoBa， Y Jlb可CKIl員

且llaJleKTHaHaHCKoro 513bIKa， 1936)，エウェンキ語 TYPY((cTOJl6)) (そのネノレ

チγスク方言，ゼヤ川方言，興安嶺方言で ((waMaHCKoe且epeBO，Bep旧日HOH

且OXO且月山ee且oHe6a))) (f. M. BaCIlJleBIlQ， 3BeHKIlHcKO-PYCCKIlH CJlO・

Bapb， 1958)などに対応する。
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geeda gasa daajini gasa sinjeenindaa. s<ll;:)m<l 
一羽のとりのうちでも一番大きいとりが くるんだと。鉄で、で、きた

10 koori dalu jiin gasa duucikkuji 

コーリ という 倉 ほどの とりで， さきにかな具のついた氷にあ

xoxoolluu lautanji xasalluu gidaji 

なをあける棒の くちばしがあり 万の つばさがあり やりの

xudur<llluu. とaa tuurudu dooxonindaa. tari gasa 
尾羽がある。 その はしらに とまったと。 その とりの

attanduni <l<lkt<l ajani <l<lkt<l biinind<l<l. 
背に おんなのうちでも一番美しい おんなが いるんだと。

geuxaatoo uccinind<l <lri gasa mimbee xaikkidd<l<l 

「ゲオハートよ，Jと 言ったと， Iこの とりがわたしを どこへ

15 gajjiwani uliI)gaji 

つれてかえって行くかを よく

it<lciss<l<lri. 
これからみていてくださし、。

m1l11 amittaiw <lnitt<liw aldurissaari. d<lunjee 

わたしの 父と 母へ あとでしらせてください。」 左の

49) 

isalkeeni a!Sl meen betθr so司oxondaa. aanJee 
目から 金の 水を ぼろぼろおとして ないたと。 右の

isalkeeni m<lI)u meen beter so司oonda. tan 

目から 銀の 水を ぼろぼろおとして ないたと。 その

gasa guulindux<lnind<l<l. suun agbinjiwan t<lI)I)<l<l 

とりが とびたってかえって行ったと。 日の 出る方へ まっすぐ

20 司羽田町lInd<l<l tar gasa. caa tuurutai muktam cii 

行くんだと， その とりが。そのはしらへのぼりながらずーっと

k且rgeendaa

ながめていると，

geuxaatu. 
ゲオハートは。

tuuru 
はしらの

sug<lmb<lni 
こずえに

aapCinnii gaaji jiinii occinindaa. n<l<lcig<ln jiinii 
とどくかとどかぬにからすほどに なったと。 ことり ほどに

omi boo saI)akkeen iidux<lnd<l. cadoo 

なって 天の あなへ はいってかえって行ったと。 そのとき

doonduxanda geuxaatu. d<lpcin xaidd<l<l anaandaa. 
思い出したと， ゲ、オハートは。たべるものが なにも ないんだと。

25 tuudux<lnind<l. xagjim akpaccinindaa. cimanaan dee 
おりてきたと。 たベず、に ねたと。 あくる日 ふたりの

48) ものがたりにでてくる鳥。

49) なみだの意(佐藤による)。
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Jal)gee gaanixacindaa geuxaatumba. geuxaatoo ;)白

役人が 迎えに行ったと，ゲオノ、ートを。1"ゲオハートよ 王さまが

gaannooccini. ;)d;mdu xaidd<l;) baitala 

迎えによこした。J 「王さまに なにも わるいことをしたことが

anak uccinind;);). ;)m;)cig<l durunJii ;)m;)Clg;) 

おれはなし、」と 言ったと。 「こんな すがたで こんな

t;)tug;)jJii xoon 司;)nneewee uccind;);). 

きもので どのようにして おれは行くか」と 言ったと。

;)d;)tt;)i ;)SlW I);)nn;);). I);)nug;)cind;). 

「王さまのところへ おれは行かない。」 かれらはかえったと。

gociddaa dee Jal)gee sindaxaとindaa lautalu ]al)gee. 

またも ふたりの役人が きたと， 刀をもった役人が。

geuxaatoo ;)d;) gaannooccini. ee ;)siw 

「ゲオハートよ， 王さまが 迎えによこした。 rl、やだ，おれは

I);)nn;);) uccinind;);). dee I)aaladuni daparraa uipp;) 
行かなし、」と 言ったと。 両 手を つかむと もち上げたまま

gadugacindaa naadu ;)m;)r taamboonda. ;)d;) duktain 

つれかえったと， 地を ふませずに。 王さまの いえへ

iigeecind;). bultai meexuracc indaa geuxaatu. 

はいらせたと。 一生懸命 叩頭したと， ゲ、オハートは。

p;);)j;)b s;);)ks saar s;);)ks 

自分のひたいに 血が さっと一面に流れるほど 血が

saar meexuraccininda. geuxaatoo 

さっと一面に流れるほど 叩頭したと。 「ゲオハートよ，

xai baittaan baagat meexuraccisee uccind;);) 
どういう わるいことを して おまえは叩頭したのか」と 言ったと，

;)d;)'. balJixanduk ;)sid;)l<l;) boodu bimi xaiwaddaa 

王さまは。「うまれたときからいままでそとに いて なにか

3() 

35 

;)ccisi itt;);)ji u己cinind;). xaiwadda旦 ;)ccimbi itt;);) 4() 

おまえはみなかったか」と 言ったと。1"なにも わしはみませんで

uccinind;);). anaa xaiwaddaa it;)x;)si bill;) 

した」と 言ったと。1"し、や， なにか おまえはみただろう」と

uccinind;);). 

言ったと。

it;)x;)mb 

geeda 

「一羽の

わしはみました」と

gasa daajini 
とりのうちでも一番大きい

uccinind;);). duucikkuJi 

gassaa 

とりを

言ったと。 「氷にあなをあける棒の
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五oxooluwwωlaut在nji xasaluww<l<l gidaji xuduraluwwdみ
くちばしがあり 刀の つばさがありやりの 尾羽がある

45 sal~m~ koorree dalu Jiiw~ni gassaa itaxamb 
鉄でで、iげニコーリ とし、う合ほどあるとちをわしはみましたjと

ucるinin品~~. tari gasa a ttand証役 adkt~ ajani 
言ぎったと。 rそのとりの 背に おんなのうちで、も一番焚しい

~akt古 biとèini uccinind;碍 geuxaatoo mimbee 
おんなが いましたJと ぎったと o riiゲオハートよ， わたしを

ari gasa xaikkiddぬ gajjiwani uli号gaji
この とりが どこへ つれてかえって行くかさと よく

it告さlSSぬ ri. mini amittaiwべNee <lnI tt<l Iwwee 
;これからみていてくださL、。 わたしの 父と 母へ

50 呂ldurissaari uceini uとεinind吉弘 aanjee 

あとでしらせてくださいJと 設いましたjと 言ったとo r右の

isaH王eeni m<ll)n m(')令官1

尽から 銀の 話えをと

u己正iぉind告み daunJee isalkeeni 
たと。 「左の 呂から

bθter 
ぼろぼろおとして

註1S1 meen 
金の 水を

80司OXOl11
なきましたjと

beter 
ぼろぼろおとして

sOl)oxoni. tari gasa suun agbinhwan tal)司<l;}
なき設した。 その とりは 臼の 出るブゴペ i'っすぐ

l)<lnax<lni uce i設indωcaa tu立工立tai mukt札口 Cll
行きました。jと 雲ぎったと。 rその はしらへのぼりながらずーっと

55 ぬるixambi. 士立uru sug<lmb<lni aapeiwwii 
わしはみていました。はしらの こずえにわしがとどくかとどかぬに

ga註ji Jiinii oeeini ueとinind<la・ ll<l<lと19<1n jllnu 
からす ほどに なりました。J~こ 言ったと。 rことり ほどに

omi boo sa司akkeen iidux<lni ue邑inind<l<l.
な哲夫の あなへ はいってかえって行きましたjと 言ったと。

<lda jilibi p<li持立gい19<1cci boJleenind呂a.
まざまは あたまさピ アヘ ふぜて 考えているんだと。

geuxaatumba e<lsi daaji}a奇gee opooeeindaa. 察 側 泌t
ゲオハ…トをたいした 大 将に したと。 ゲオハートの

60 paJJeekkeeni g企ed JalJgee bii註ind<l. nada talJgな sald註aw
下に ひとりの将校がいるんだと。 七玄人の兵隊令
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50) 

bargi:liandaa. s;Jgd;Jm poro s;Jgd;Jm pu¥isi poro:lioottoo 

用意したと。 飛んで 汽船 飛んで 行く 汽船を

andupooccinindaa s;J!;Jm poro:lioottoo. cImanaa I);Jnne巴cind;J;J.

つくらせたと， 鉄製の 汽船を。 あす かれらは行くんだと。

cirnanaan 司;Jn;J;JcInd;J.と11 司;Jnneecind;J;J. ta gasa 

あくる日 行ったと。 ずーっと 行くんだと。その とりの

poktokkeeni cII uIS;JI kaapamar 己II I);Jnneecind;J. 

通ったあとをずーっと 上へ のぼって ずーっと 行くんだと。

boo saI)I)aan aaptugacindaa. geu:liaatu m;J;JpI :liorkoJi 65 

天の あなに ついたと。 ゲ、オハートは 自分をつなで

ta!daak uigθekk;JccI tugbeeccinind;J;J p;JIS;JI. ciI 

まんなかを しばらせて おろさせたと， 下へ。 ずーっと

tukkInind;J. naawan aaptu:liandaa. i!aan jaadara pokto 
おりて行くんだと。地に ついたと。 みつ またの みちが

biinind;J;J. buni baarunI pu¥ipur poktuu suun baaruni 

あるんだと。黄泉の 方へ 行く みちと 日の 方へ

pu¥ipur poktuu amba poktonI biinInd;J;J. 

行く みちと 怪物の みちが あるんだと。 怪物のみちは

p;Jn;Jndu!;J bii doorima. tar doorima t;Jkk;Jnduni geeda 70 

ひざまである みちだ。そのみちの 起点に ひとつの

mugd;J;J biinind;J;J. caa mugd;J;Jk ui:li;Jnd;J;J xorkoI)ubi. 

木の株があるんだと。その木の株へ しばったと， 自分のつなを。

ulgaccl 司;Jnneenind;J;J. eaa amba poktokkeen と11

uまって 行くんだと。 その 怪物の みちを ずーっと

I);Jnneend;J. geed dU:liu tawan segdedee 
行くんだと。 一軒の いえの し、ろり火が けむりをたてて

biinind;J;J. caa duktai iix;Jnind;J. ciI)ag;J;Jnnee 

いるんだと。 その いえへ はし、っtc.と。 ずーっとまえに

noon It;J:li;Jni ;J;Jkt;J biinind;J;J. geuxaatoo 75 

そのかれが みた おんなが いるんだと。 「ゲ、オハートよ，

xaiw xaI)dam sinjeesee uccinind;J;J a!doo 

なにを しに あなたはくるんですか，Jと 言ったと Iあたら

50) S;Jgd;JID poroと言いかけてあらためてぬgd百m (= s;Jgd;Jmi) pu¥isi porO:lioot-

too <(飛行船》と言っている(佐藤による)。

51) そのみちが地面より低く，深さがひざまであるの意(佐藤による)。
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u!is;)bbii aldoo girapsabbii irami. geuxaatumba 
自分のにくと あたら 白分のほねとを はこんで。」 ゲ、オハートを

bokkombo cakkaa d;)pθθccinind;);). amba ;)1;) issini 

はら 一杯 たべさせたと。1"怪物が もう くるのが

laxa uccinind;);). issoojini ;}f naa g;);)m 

ちかL、」と 言ったと。1"かえってくれば この 地が みんな

80 tuccini uccinind;);). ;)ri duxu g;);)m tuccini. 

うごきます」と 言ったと。1"この いえがみんな うごきます。

tawa taldaakkeeni agbinduJjini 
たき火の まんなかから かれがあらわれでもどってきます。」と

uccinind;);). aanjee 

言ったと。1"右の

xawanikki narree geedanneep 
わきの下へ 人間を ひとり

gaJjini uccind;) kapilagacci. d;)unjee xawanikki 
運んできます，Jと 言ったと1"はさんで。J 1"左の わきの下へ

geu soondoomboni kapilagacc gaJjini uccinind;);). 
しかの 子を はさんで運んで、来ます」と言ったと。

85 isupee k;)ikbi nilau tawatai uUl)gisini 

「かえってきたら まっばだかで、 火へ あたっています」と

uccinind;);). cadu bii Ul)ltt;);). mimb巴e
言ったと。 「そのとき わたしが 言いましょう。 『わたしを

waabuiJi gaa tta peeddaa waagumidda aJJ;);) 
殺すために つれに行ってきたなら 殺しても いいし

asilabuJji gaattapeeddaa asilaumidda ajj;);). ;)f 

委にするために つれに行ってきたなら 妻にしても し、し、。 こ.n

jiin gorolonjini xaibuni buisig;) 
ほど ながく なにするためにあなたはとっておくのですか。Jと

90 ul)itt;) uccinind;);). deennee g;)S;) obuddoori 

言いましょう。」と 言ったと。I"rふたり 一緒に なるために

Jilleesi 
あなたのあたまを

i t;)icceesuu. 
しらみがし、なし、かどうか さがしましょう。

cikt;)dd;);) waarin taan. 
しらみだって ひとを殺す でしょう。

;)r jiin gorolonjini 
こ れ ほ ど ながく

52) けだものの一種(佐藤による)。オノレチャ語の giu((a roe， a doe (Cervus 

copreolus))) (P. Schmidt: The language of the Olchas， 1923)やゴリド語rny

((K03y JIll)) (T. Yl. neTpoBa， HaHaHcKo-pYCCKHH CJIOBapb， 196ω，満州語

gio ((告》の語から推してこの geuもかかる種類のしかであろうとみられる。
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pulisisi 
あなたは歩きまわっているんですよ。』と

UI)1tt<l 
言いましょう」と

uccinind<l<l. amba narree waakkuni lautan biini 
言ったと。「怪物の人聞を殺す道具である万があります」と

uccinind<l<l. caa lautam dapagat sirissaari. 95 

言ったと。 Iその 刀を とって あとでかくれなさし、。

jilleeni it<licceeduwwee kooto liim 
それのあたまを わたしが見にかかると ぐうくやう いびきをかし、て

akpanjini uccinindd<l. akpakkutannee utumukkeen 

それはねます。」と 言ったと。 Iねたら それのうなじから

s<l<lgd<l sinakta ll<l<lrini ucCinind<l<l. tari sinakta naatai 

赤い 毛が 出ます」と 言ったと Iその 毛が 地を

bagbalautannee xaus akpanjini uccinind<l<l. tari 

突いたら ぐっすり かれはねます」と 言ったと。 Iその

sinakta naatai bagbalautannee geux<l<ltu 
毛が 地を 突いたら 『ゲオハート』と

m
d
 

-一一一一日

X<lwd1:iI)itt<l. kus peccerree 
よびましょう。 きっと はねおきて

xoopulassaari u己とinind<l<l. caa 
きりなさい。」と 言ったと。 「その

sinaktaa p<lI) 

毛を ぷっつり

sinaktaa tuttaupee 
毛を にがしたら

baljigasi <lri uccinind<l<l. daajiji 
あなたのうまれたいのちは これだけで、す」と 言ったと。 I大きく

<ljjee <l<lrisi uccinind<l<l. geuxaatumba daixanindaa 
いきをしないように」と 言ったと。 ゲ?オハートを かくしたと，

amba narr巴e waakkuni lautam dappaukka己正i. tdd<ldd<l<l 105 

怪物の人聞を殺す道具である万を とらせて。 本当に

amba issinindaa. naa tuccininda. duxu 

怪物が かえってくるんだと。 地が うごくんだと。 いえが

tuccininda. tawa taldaakkeen agbinduxanindaa. 

うごくんだと。 たき火の まんなかから あらわれでもどってきたと。

aanjee xawanikki 

右の わきの下に

narree geedanneep gaduxanindaa 
ひとを ひとり 運んで、きたと，

kapilagacci. d<lunjee xawanikki 

はさんで。 左の わきの下へ

geu soondoombon 

しかの 子を

53) この赤い毛がこの怪物のいのち(<lrgd)(佐藤による)。
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110 kapilagacci gaduxanindaa. ;};}kt;} kus peccerree P;}J) 

はさんで 運んできたと。 おんなはさっとはねおきてぶつ

p;}司 xoorroo oromuceataini eauk eauk iieix;}nd;}. 
ぶっ きるとすぐ 怪物の釜へ どぶん どぶん いれたと。

54) 

xurux;}nind;}. ittottoi 
にえたと。 木製の横長の容器へ

iraxanindaa. gaksee 

かの女はもって行ったと。 片方の

55) 

urigaat mokeom irum 
盛って まえかがみに ひいて

puleikki girapsaan n;};}gudum 

ほほへ ほねを 突き出して

57) 

d;}pcinind;};}. ¥d;}ptum xojixaninda. mokeom Irum 
たベるんだと。 たべ おわったと。 まえかがみに ひいて

58) 
115 xeθnix;}nd;};} boo baaruni. k;likk;}i nilau 

かの女はあけに行ったと， そとの 方へ。 まつばだかで

uUJ)gisind;};} tawatakki. eadu ;};}kt;} 

あたっているんだと， 自分の火へ。 そのとき おんなは

ueとinind;};}.

言ったと。

mimbee xaibl1jji gaattagaeei 

「わたしを なにするために つれに行って来て

bl1isisig;} ueeinind!}';} 

あなたはとっておくのですか，Jと 言ったと，

;}r jiin 

「これ ほど

gorolonjini. asilabuJji gaattapeeddaa asillaumidda 
ながく。 妻にするために つれに行って来たなら 妻にしても

120 ajj;};} waabujji gaattapeeddaa waagumidda ajj;};}. 
し、し、し 殺すために つれに行って来たなら 殺しでも し、L、。

deennee g;}S;} obuddoori jilleesi 

ふたり 一緒になるためにあなたのあたまを しらみがし、ないかど

i t;}ieeeesuu. とikt;}dd;};} waarin taani. 

うか さがしましょう。 しらみだって ひとを殺す でしょう。

;}r j iini gorolonj ini pu¥isisi. 
これ ほど ながく あなたは歩きまわっているんですよ。」

ji¥ibi it;}itt;}u記 inind;};}. kooto liim 

自分のあたまを さがさせたと。 ぐうぐう いびきをかし、て

54) itto木製の横長の容器。 momや musl という料理をつくるため疑果ゃくろ

ゆりの根やすじこやさかなのかわをつぶす調理具。

55) 肩につなをかけてまえかがみにひく意(佐藤による)。

56) 肉をもって行った意(佐藤による)。

57) ittoをひいての意(佐藤による)。

58) ほねをあけに行った意(佐藤による)。
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akpaeeinindaa. utumukkeen saagda sinakta naarininda. 125 

ねたと。 それのうなじから 赤い 毛が 出るんだと。

naatai bagbalaxandaa. 
地を 突いたと。

geuxaatu 
「ヶ、オハートよ」と

ueeininda. 
言ったと。

xaikkaa sok sop taaduxandaa. sook sook 

「なんだあ」と あわてて おきなおったと。 くん くん

l)oosinda. nmau beje puun biin 
カミL、で、L、ると。 「し、きのいい けだものの においが する

billaa uceininda. anakaa ueeinindaa. sula 
ょうだ」と 言ったと。 1""¥、し、九」と 言ったと。 「のみが

peeeenesij ini 。lonosiwi. Sllll 130 

なんどもはねるので わたしはおどろいているのです。 あなたが

ooron gadugas beje puun asi bee. xaiddaa 
さっき 運んで、来た けだものの においで ないですか。 なにも

anaa ueeininda. goeiddaa akpanduxandaa. 
ありません。」と 言ったと。 またも それはねたと。

jilleen itaieeeeninda. aakta ketexeketexe 
それのあたまを 見にかかるんだと。 おんなは ぷすん ぷすん

nieeeenindaa. gociddaa kooto Iiim akpanduxandaa. 
つぶすんだと。 またも ぐうぐう いびきをかし、て ねたと。

utumukkeen saagda sinakta lldajjinindaa. naatai 135 

それのうなじから 赤い 毛が 出てくるんだと。 地を

bagbalaxaninda. geuxaat ueeinindaa. geuxaat 
突いたと。1"ゲオハートよ」と 言ったと。 ゲオハートは

kus peceerre9 caa sinaktaa palJ xoopulaxanindaa. 
さっと はねおきて その 毛を ぶつっと きったと。

n
 

ume
で

一
∞
釜

u
h
J
 

m
川和

町
怪

elegeeととeeri gaam dagjiga己indaa. eaa 
煮てから 全部 やいたと。 その

aaktandeθ 司annicindaa. eii 司anam xorkolJub 
おんなと かえるんだと。 ずーっと 行って 自分のつなが

biiwan aaptuduxandaa. tari aakta uccinindaa. 140 

あるところに かえりついたと。 その おんなは 言ったと。

Sl1 uugu osu百 mml uugu outawwee 
「あなたが 上に なりなさい。 わたしが 上に なったら

sinnii minnii aldaakkeeppoo xorkoo cigalliとl
あなたとわたしの あいだで つなを かれらはきります。」と
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uccinind;J;J. mimbeem;J!i gajjici. simbee 

言ったと。 rわたしだけを かれらはつれてかえります。 あなたを

waarici. anaa bii uugu ;Jsiw osi uととinindぬ

かれらは殺します。」円、やわしは上にならない。」と 言ったと，

145 sii uugu osu. aisim xunaaptum tupu!ig;Jcci 

「あなたが 上に なりなさい。」 金の ゆびわを はずして

lJaalakkeeni gidalaxandaa. ;J;Jkt目 uuguHii m四 pi
かれの手に かの女ははめたと。 おんなを 上に 自分を

上へ

xorkoo 
つなを

p;Jduujjii uix;Jnd;J 

下に しばったと，

geuxaatu. 
ケ、オノ、ートは。

Ulsal 

toonisinda. uwweeduu toondujjicindaa. cii 

なんどもヨlくんだと。 上から 引きもどすんだと。 どんどん

toondujjicinda. ;J;Jkt;};} toondoocindaa. ;};}kt;};} 

引きもどすんだと。 おんなを 引きもどしたと。 おんなと

150 geuxaattu aldaakkeeni t;}kt;}s cigaligacinda xorkoo. 

ゲオハートとの あいだで ぶつつり きったと， つなを。

geuxaat cilJag;J;Jp ambalJub 
ゲオハートはずっとまえの 自分の相手した怪物の

ut;Jkkeeni 

戸口を

miccillee saaduxanindaa. amba tuul;}dun geed 
這っているときわれにかえったと。怪物の戸口のもとに 一つの

s;J;}gd;J meekkuu geed taagda meekku biccinind;};J. S;J;Jgd;J 

赤い 水と 一つの 白い 水とが あったと。 赤い

meekki cimut;J;Jm gidalaxandaa. cilJguram cigadaxanda. taagda 
水へ こゆびを 入れたと。 おれて きれたと。 白い

155 meekki gidalaxandaa. kopildur xooduxanda. taagda 
水へ 入れたと。 すぐ もとどおりなおったと。 白い

mee umixanda. m;J;Jn;J xaalan biccimbilJ;Jci ulilJga 
水を のんだと。 自分が ずっとまえに そうだったようによく

occinda geuxaatu. caa amba duktaini iix;Jnind;};}. 

なったと， ゲオハートは。 その 怪物の いえへ 入ったと。

xal ciilJlJeew;}nijjuu XaI ClllJlJeeW;Jll1JJuu 
なにが 小声でなくのだろうか なにが 小声でなくのだろうか

doolJixandaa. xooniddaa dooljeejini bookkeel 

なにかおとを きいたと。 どんなに きいても そとの方で

160 uisinind百;}. bootoi n;J;}dug;J;Jt dooljeejini dugjeel 

おとがするんだと。 そとへ もどって出て きくと いえの方で

円
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uisinind;J;J. cakkii kargaxanindaa. geeda tuuru 
おとがするんだと。 そっちを みわたじたと。 一本の はしらが

biinind;J;J. tar tuuru daatanduni nari girapsan 
あるんだと。 その はしらの ねもとに 人間の ほねが

。ks8m biinind;J. caa tuurroo uIS;JI It;Jx;JnInd;J;J. 

うずたかく あるんだと。 その はしらを 見上げて みたと。

geedanneep katarapul 

ひとりのひとを からげてしばって

biinind;J;J. 

あるんだと。

tuuru 
はしらに

baarun cakca!) katarapula. girapsab baaruni 白

むかつて かたく からげてしばつである。 iまねばかりになって

邑akca!)
カ寸こく

xoldoxohdoo. 
かわいていたと。

isalmali ujjuund;J. 

目ばかり いきているんだと。

k;Js;Jn]i k;Js;JnJi sulag;J;J n;J;Jrinind;J. andaa 

かれのことばが かれのことばが やっと 出るんだと。 I友よ，

mimbee xuriroo uccinindωgeuxaatu atuxanindaa. 
わたしをたすけてくれ」と 言ったと。 ゲオハートは といたと。

atugat taagda m88 ummooccininda. xaalan biccim 

といて 白い 水を のませたと。 ずっとまえに そうだった

uwweekkeeni uli!)g occindaa tar nari. xuraduxanda. 170 

以上に よく なったと， その ひとは。 いきかえったと。

andaa xawasa.i !);Jnneesee uccinind四 geuxaatutai.
「友よ， ど、っちへ 行くか」と 言ったと， ゲオハートへ。

xawasaidd;J;J !);Jnneew anaa uccinind;J;J. mini 
rどっちへも おれの行くところは なし、」と 言ったと。 Iおれの

duktaiwwee !);Jnneesuu u己cinind;J. g;J;J !);Jnneesuu. Cii 

いえへ 行こう」と言ったと。 Iさあ行こう。」 どんどん

司;J11'百;Jcind;J;J. Cll 司;Jn;Jm]εe geeda um 

かれらは行くんだと。 ずーっと 行ってから 一つの かわの

kiraduni d;Jruppig;Jcind;J;J. rnlnl amittaiwwee 175 

きしで やすんだと。 「おれの おやじと

;Jnitt;Jiwwee !);Jn;Jut;Jpp88 min putt;Jb;Jwwee 

おふくろのところへ われわれが行ったら 『わしの こどもを

59) k;Js;JnJiをくりかえしているが kds;Jni((かれのことばは》とあるのがいい

(佐藤による)0

fiO) ゲオハートが言ったことば(佐藤による)。
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xurixandulli xaiwa gdlleesigd unjilit taani. aisimbaamal 
たすけたかわりになにを ほしいか』と 言うだろう。『金ばかりを

tunda poroxootu dauwan gdlleesii 

五隻の 汽船 分 ほしいか』と

unj i li t taani.. 

言うだろう。

dsiw gdlldd ussddri uccinindωmdl)umbddmdl 
『おれはほしくなし、』と 言え。」と 言ったと。 I~銀ばかりを

180 tunda poroxootu dauwan gdlleesii 

五隻の 汽船 分 ほしいか』と

unjilit taan. 
言うだろう。

61) 

dsiw gdlldd USS ussddri uccininddd. mml 
『おれはほしくなし、』と 言 言え。」と 言ったと。 Iおれの

amimbii dnimbi aldaakkeeci nuuksddmdl SdWd biini 

おやじと おふくろの あいだに すすだらけの神像がある」と

ロccininddd.εawa gdlleew uSSddri uccininddd. tawasai 

言ったと。 I~それをほしc'J1と言え」と 言ったと。「そっちを

nUl)jici田 ddri.

ゆびさせ。

訂11m amimbii dnimbi 
おれの おやじと おふくろが

mrnl I)aaladuw dapagacci 
おれの 手を っかんで

jilleer pdisdI 

あたまを 下へ

185 tugbilit taan. 

ふせるだろう。

andaa 

「友よ，

bala 
はやく

I)dnnisu um jeelasi jeelac 

帰ろう』と 言って 同行するようさそう 同行するようさそった

jeelatuttaar uccininddd. 
同行するようさそえ。」と 言ったと。

cadu 

「そのとき
-m
ゆ

m
制

dnimbi 

おふくろが

ilirraa 
立つなり

SdWdmbi 

自分の神像を

tdktdS 

ぷっつり

xdtunddd si ttdi beeril taan. caa 百wdmb;)

ひっぱってきってすぐ おまえへ くれるだろう。 その 神像を

190 e ltθkki gidalagat bultai tuksam I)dnuSSddri 

自分のふところへ 入れて 一生懸命 走って 帰ろ。」と

uccininddd. tamaccuu jiin urdkt目Cigalixanindaa.
言ったと。 それから 四本の やなぎの棒を きったと。

lil)as tupindaa geuxaat bdgjini panataini lil)as 
ぴったり っぱをして ゲオハートの あしの うらへ ぴったり

61) ussと言いかけてあらためて USSddflと言っている(佐藤による)。

62) jeelasiと言い，また jeelaciと言い，つぎに jeelatuttaar(= jeelatuttaari) 

と言いなおしている(佐藤による)。
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daksauccinindaa. dee panataini dθθur<lkt<l 
はりつけたと。 ふたつの あしのうらへ 二本の やなぎの棒を

daksauccininda. tamaccuu m<l<ln b<lgjib panataini dee 

はりつけたと。 それから 自分の あしの うらへ ふたつの

panataini dee ur<lkt<l daksauccinindaa. j<l<l 195 

あしのうらへ 二本の やなぎの棒を はりつけたと。 rこの

ur<lkt<lji j<l<l nammoo daurisuu uccinind<l. ee 
ゃなぎの棒で この 海を わたろう」と 言ったと。 rし、ゃだ，

司<l<ll<lpse. xoon dauguriga uccind<l 
おそろしし、。 どのようにして わたるのか，Jと 言ったと，

63) 

j<l<l ur司kt<lji ぬ na.mmoo. ajaa a.jaa 

「この やなぎの棒で この 海を。J rできるよ， できるよ」と

臼1
uccinind<l<l. I)aaladuni dapagacc cisaxanindaa. <ln<ljjee 
言ったと。 かれの手を つかんで、 沖へのり出したと。 rゃあ

s<lbd<lnnee. picc<lm cisseecindaa nammoo taisai. 200 

おもしろいなあ。」ずんずん のり出て行くんだと， 海を おきへ。

namu baJjeepani aaptugacindaa. tari nari duktain 
海の むこう岸に ついたと。 その ひとの いえへ

I)<ln<l百cind<l. aminnii <lninni bultai agjeecindaa. 

行ったと。 かれの父と 母が 大変 よろこんでいるんだと。

mini putt<lb<lwwee xurixandulli xaiwa g<llleesig<l 

「わしの こどもを たすけたかわりに なにを ほしいか」と

uccicind<l<l. aisimbaamal tunda poroxootu dauwan g<llleesii. 
言ったと。 r金ばかりを 五隻の 汽船 分 ほしいか。」

<lsiw g<lll<l<l uccinind<l<l. m<ll)umb<l<lm<ll tunda poroxootu 205 

「おれはほしくなし、」と 言ったと。 r銀ばかりを 五隻の 汽船

dauwan g<llleesii. <lsiw g<lll田 uccinind四 dee
分 ほしし、か。J rおれはほしくなし、」と 言ったと。 ふたりの

aldaakkeet geed nuuks目 m<ll

あいだに 一つの すすだらけの

S<lW<l 

神像が

biinind<l<l. 

あるんだと。

cawa g<llleew uccinind<l<l. tawasai nUl)jicix<lnind<l. 

「それをおれはほしし、」と 言ったと。 そっちを ゆびさしたと。

63) わたることができる (dauguriaja)の意(佐藤による)。

64) 水の表面をあるいての意(佐藤による)。
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iille告ri p;Jis事 tugbug<lcind8告 Jeew
自分たちのあたまを 下へ ふせたと。 自分のあいぼうの

210 I)aalad立ni d証paxandaa. and皐a b昌la l]<lnnisu ueCinind8. 
予を つかんだと I友よ はやくかえろうJと?ぎったとの

古nini ilirraa S;lW8mbi t;lkt制 X;Jtund<ld
かれの表まが立つなり 自分のき率像をぷっつりひっぱってきってすぐ

beexenindωgeuxaat C組問湖沼b;J eltek 
くれたとo ゲオハ…トはその 卒中像を 自分のふところへ

gidalarraa 
入れるなち

bultai tuksam 号;Jnniれind;Je・ るII

走って かえるんだと。 ずーっと

I)8設立認す悦 geeda mapaa記am ata昌lix総長aa.
かえってから ひとりの じいさんに 会ったと。

215 mapaat bilaatuni ajj総 n舵 xoottoi maxa gupipindein 
じいさんの布ぎれは し九、なあ。 どんなようにか ちょっとふると

xotto jaam agbinJinindaa. nari mastaa 
まちが いえが立ちならんであらわれるんだとo ひとが 大変

bara agるinjicinda. salda昌 moiccan kicorok 
たくさん あらわれるんだと。 兵隊が 鉄砲を 林立させて

説話binJiCindaa. mapaaるcaa bilaattoosi j<l;l S;Jwenji 
あらわれるんだと o Iじいさんよ， あんたの布ぎれを この 衿書家と

dug告¥i霊uu ucciriind;J<l. ge<l dug;llisuu. 
とりかえようJ ~こ 言ぎったとの ldあ とりかえようJ

220 d立g;l1ix寺島ind8. t且r ロ;apaat caa s;lw;Jmbi 
カサ工らはと。 その じし、さんは その 自分の神{象を

。Itekki gidalagat bultai tuksam 瞬 間inind枇
自分のふところへ 入れて い 4 生懸命 走って かえるんだと。

ge現xaat tar mapaat bilaatto合n gupipiるとかind;l;J.
ゲオハートは その じいさんの 布ぎれをちょっとふるったとo

xotto jaam 丘gbic己icindaa. nari mastaa bara 
泊まちがいえが立ちならんであらわれたと。ひとが大変たくさん

a答bicとzεindι saldaa moiととan kicorok 品gbiとるiるinda. tari 
あらわれたと。 兵隊が 鉄砲をル 林立さき宅金て あらわれたと o Iあの

225 m品pa誌とε主 治 w8mb;Jwwee gaddookka u己主inind8;J，
じいさんが おれの神像ぎと もってかえりかけているjと 言まったと o

gaattagaるとeeri beeddusu・ gaattag昌ると在en
「とりに行ってきて おまえらとりかえしてくれ。J ときに行ってさて

51叫



オロツコ語研究のための資料

beedug;Jcind;J;J. tamac己uu bilaatubbii s;JW;Jmbii 
とりかえしてくれたと。 それから 自分の布ぎれと 神像とを

eltekki gidalagat cii lJ;Jnninind;J;J geuxaatu. 
自分のふところへ入れて どんどんかえるんだと， ゲオハートは。

gociddaa geed mapaaccam ataalixanindaa. ;Jm;Jjjee mapaat 

またもひとりの じいさんに 会ったと。 ゃあ じいさんの

とin;Jpun ajjaanee. xoottoi maxa muripindain xotto 230 

つえは し、し、なあ。 どんなようにか ちょっとねじると まちが

jaam agbinjicindaa. nari mastaa bara 
いえがたちならんであらわれるんだと。ひとが 大変 たくさん

agbinjicinda. saldaa moiccan kicorok agbinjicindaa. 
あらわれるんだと。兵隊が鉄砲を林立させて あらわれるんだと。

mapaaccaa cin;Jpumb;Jsi j;J;J s;JW;Jnji dug;Jlisuu 
「じいさんよ， あんたのつえを この 神像と とりかえよう」と

uccinind;J. g;J;J dug;Jlisuu. dug;Jlix;Jnind;J;J.且r

言ったと。 iさあ とりかえよう。」 かれらはとりカ通えたと。 その

mapaat θltekki gidalarraa bultai tuksam 235 

じいさんは 自分のふところへ 入れると 一生懸命 走って

lJ;Jn;Jx;Jnind;J;J. tar mapaacca cimpumb;Jni muripi記 indaa.

行ったと。 その じいさんの つえを ちょっとねじったと。

;Jn;JJJee xotto Jaam agbiccinindaa. nan 
ゃあ まちが いえがたちならんで あらわれたと。 ひとが

mastaa bara agbiccicinda. saldaa moiccan kicorok 

大変 たくさん あらわれたと。 兵隊が 鉄砲を 林立させて

agbijjicindaa. tar mapaacca mlnl s;Jw;Jmb;Jw 

あらわれたと。 「あの じいさんは おれの 神像を

gaddookka uccinind;J;J. gaattagaととeen
もってかえりかけている」と 言ったと。 「とりに行ってきて

beeddusu. gaattarraa beedug;Jるind;J;J.
おまえらとりかえしてくれ。」 とりに行ってきてすぐ とりかえしてく

65) 

tamaccuu S;JW;J s;Jw;}mbiθltekki 
れたと。 それから 神像 自分の神像を 自分のふところへ

gidal旦dugacc cii lJ;Jnninind;J;J 

また入れて どんどん かえるんだと，

caa 
その

Clll;JpUn 

つえを

65) S;JW;Jと言ってつぎに s;Jw;Jmbiと言いなおしている(佐藤による)。
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るin;:>pul;:>伊氏i. cI司ag;:>苫p oroktom duktak l);:>nllX;;l詰おお<1.

ついて。 ずっとまえのくさぶきの自分のいえへかえったと。

245 xotto註立eem とおecind泊・ X乱alan bueei geuxaatu 
宏、のひとがみているんだと。ずっとまえに死んだ ゲオハートの

士awan ssgdedee biiniぉ品;:>;:>. meek1王eenn開設i
いろり火が けむりなたーとて いるんだと。 海神(水人〉である

66) 

asini u記inind;:>;). .ei号待;:><l叩ee sini xurigasi 

かれの妥が 言ぎったと Iずっとまえに あんたの たすけた

設<Jktd<l記imanaa nari gajici inal)i u記inindd<l.
おんなな あした ひとが もらう 尽ですJ~己 主ぎったと。

sugaibbaa担 d;:>pciei uecininda有 努事ね.<lp.ee

fその綴干しの綴滋走を ひとびとはたべますJと 震ったと。 I行ったら

67) 

250 a主 主ra泌総e x;Jr;:>lleekkなねnnee m<l<lぬk aaptuutann附
d 溺会 まわしたら 自分のところへ ついたら

urumukkd<ln taldaak umiga出 urum立法<lduni urum心会拍

ップを まんなか設で のんで‘ コタブに コダブ?の

p;)r;:>gduni aisim xunaaptumbani ~ks;:>g;)cci beed百SS;);:>r1
ま支に 余の ゆびわきど おいてかえしてやりなざし、Jと

uさとinindd<l. とimanaan nan gaani草品ciゑdaa. I);)n;)x;)nind~語

言ったと。 あくる尽 ひとが 迎えに行ったと。 行ったと，

geuxaatu. 
ゲオハートは。

255 baracる mastaa

大変

noonduni 
そのかれと

;)d;:> duktain 11耳<lnInd<J. nan 
まdまの いえへ 入ったと。 ひとが

bara nan biiεind;J;J. とil)ag;);m
たくさんの ひとが いるんだと。 ずっと iえに

puliと nari ada xoldo設品立話i
行った ひとが さ巨さ交の わきに

taasininda<J. nari duwweet t;J;Jx，mind;>;> 
すわっているんだ左。 ひとの うしろにすわったと，

tari ;>;>kt;> 
68) 

an andaxxa.a andaxarreenindaa. arakkee 
その おんなは きゃ 君主きと もてなしているんだと。 務会

66) これはゲオハートがそFに入れた冷淡でまるる。ゲオハートが塁さげた努とその薬草

の道55た安吉t主義幸符(:;J，人)(meekkeen設恐慌り であり， その争率音量もその者人のわず

めペなあった。その字削換が人間のすがたとなってゲオハートの姦となった。{以

上主主総による。)

67) arと苦言いかけてあらためで訂証kkeeと?寄っている{佐藤による)。

68)昌誌と 2をいかけてあらためで andaxxaaとき寄っている (佐藤による}。
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sirrinind乱 geux註註tutai aaptuxanindaa. 
かの女はつぐんだと。 立ヅブが ゲオハ…トに わたったと。

beexenindil urum叫，kilil.
かの女はくれたと， コダブ念。

umixaぉ泌d乱a. 260 

のんだと。

la納税 dapaduxaninda. goe泌総 sirrinindaa: 
tうからをこめて かの女はとりかえしたと。 またも つぐんだと。

geux品atutai aaptuxaninda. gociddaa beexenindilil. cadoo 
ゲオハ…トにわたったと。 またも くれたと。そのときやっと

doonduxa誌in札 urumukkililn tald忽ak umigacci 
思い出したと o かの女のコップを まんなか支で のんマ

urum込miln pilr<lgduni ilks沼紛記 beedl泌総O<lil alSlm 
かのf;t:のコップの 底?と おいて かえしてやったと p 金の

xunaaptumb呂日 amittakki
ゆびわきt'o eI分の父のところへ

iraxaninda払 265

かの1どはもって行ったと。

amma ilr 芸品i若草 uccinindil. S旦乱 xaidu 
f父上よ， これは なんですかjと 言ったとo 下どれ どこに

biinig吾 u己主iぉiぉd<lil. gellxaa tllmb語 。aaladllni . <:Jld<lmi 
いるか」と 震ったと。 ゲオハート念 かれのそ存者ピ とって

ira耳anind蹴 mimbee xurixa nari 守rig<:J
つれて行ったと。「わたしなたすけたひとは このひとなんですJと

廷ととinind事事 tari
zきったと。 その

69) 

nan 
ひとは

i i llilcCinind君事 閥均amba m<l語11

うそをついたと i怪物を 自分で

70) 

xurixam 山 ni 語ilkt<:Jil 悲ぬ技jji. 270 

わたくしがたすけたJt: 護って おんなを 自分がもらうために。

と註誌 n昌rree w昌agoom 立ccinind<lil <:ld<:l. g色uxaatu
その ひとな 殺すように 震ったと， :=E'd，をは。 ウイオノ、…トは

回 kt<l<:l miirilmbujJinindil<:l. miirilmbuおm
おんなを よめさんにもらってつれて行くんだと。 よめさんにもらっ

司<:ln百x<:lnind払 芸部X呂atu oroktom dUI)ni 
てつれて かえったと。 ゲ、オハートの くさぶきの いえが

bajjeetaali xotto occinin品品皐. meekkeen統的i
むかし、あいのふたつの ;j:iうに なったと。

69) いつかゲオノ、戸トなつなを切っておとした人をさす{総長棄による)。

70) xurixam (=xurixambi)は waax，昌mbi<<わたくしが殺した》の言いあやま 9

(主主語棄による}。
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275 asini baneet総Ii xottombo anむと治indaa. ge回線tu
かれの姿がむかいあいの iどちを つくったんだと。 ゲオハートは

CQsi baja記 Inindaa. orki geuxaat立 deeji asilaxanInda. 
大変総循になったと。食畿の ゲ会ハートがふたり淡を喜さったと合

gd;) mee泌総enneen asseen gah:md;mccini口daa.
ヨミざまは 海神の かれの婆を ほしいと震いに行かせたと。

71) 

xaIJee ir<lnc;) uとるinindω ;)51W 

かれの繁はわリレジェー イラ γチャ…Jと 言ったと Iわたしは

号;)nn<l<l. 活註ljee ir<lne<la 
行きません。j 去さ;J:は fハノレジェ イランチャ…とは

280 xamaeigaga なm pan註onoo己einind乳払

どんなものかJと 言って たずねに行かぜたと。 ゲオハートの泰は

開 ciik xuldaa除勧 beex部品<l aisim xuldaamba. xaljee 
ちっちゃい 小絡を くれたと， 金の 小絡を。 Iハノトジ 4 ー

ir;)nと;);) <lm<lcig<l ucとi泣Ind;);).
イランチャーとは こういうものですjと 言ったと。 使者が

<ldQtt<li iradux現nda. kuptamban 
5立さまのところへ もって行ったと。 三五さまは それのふたを

niix害虫indQ<l. tauluxaninda.εik;);) bIccInda gorop 
あげたと。 火事になったと。 それだけだったと，むかしの

2邸吉潟xuri.
ものがたちは。

71) xa¥J伐 tr割!nc;);)とは 2主主議会t~まじきどかくの窓だという {役j遂による)0xalj閃働

まはじ1'1.:'かく >>0
72) irad立xanI土三校後のものをかえしにもって行ったの35iとなる。ことは iraxani

ざかれがもって行った，とどけた》とあるの語、、ぃ(佼淡による)。

73)玉後 (ad<l)のまち (xotto)が火事にたってやけてしまった怠{主主藤による}。
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